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　皆さんこんにちは、ロバート キャンベルです。今日は星野高士先生との句
会の御縁でお話をすることになりましたが、俳句に携わる方々の前で話すの
は、黒田杏子先生の「件の会」以来十五年ぶりくらいです。日本では作句と
俳句（俳諧）の研究が乖離しているような状況がありますが、ここにいらっ
しゃる井上泰至さんがその辺り、本腰を入れて下さっているのが嬉しいと思
います。

　今日の演題は「壊れたものが遠くへ行かないように」としました。国際俳
句とは何かと考えたとき、まず、英語やポルトガル語やドイツ語やいろいろ
な言語で詠まれたハイクが戦前からひとつの詩形として根付いて海外に広
まって、今の社会の状況の中で多様な要素を含んで広まっていると言えま
す。またもう一つは、国境を越えたことだけでなく、日本の中の国際性と言
いますか、今年の日本の総務省の発表によりますと日本にいる外国人が
3.2％、また、技能実習生など新しい扉が開き、10年後には 7 ％、10％にな
ると社会が混乱するのではと言われています。七月の参院選でも「外国人問
題」が取り上げられ、政府により共生社会に向けての推進室ができ、これが
どういうふうに動くか、食べ物、住む建物、医療など、外国人がいないと日
本が成り立っていかないわけです。ただ、日本には日本の生活規範がありま
して、働きに来る人がすぐ順応できるわけではありません。私の住んでいる
杉並区には、ネパールの若い人々が、十年くらい前から移り住んでいます。
学校があり、若い家族が多くいます。若い人々は時々駅前で、言葉がよくな
いですが、よくたむろしています。集まって話をしているのですが、日本語
を話せる人と一緒に日本語で話している姿をみていません。この方々がこれ
からどうやって、日本の社会で共生していくか、その突破口がどこにあるの
かが身近な関心事としてあります。

　さて、国際俳句というのは、先ほど津髙さんが一句英語で俳句を作りた
い、とおっしゃっていましたが、それを反転させて、何か興味があって日本

　『壊れたものが遠くへ行かないように　
� ―戦時下の芸術と断片について』　
� 日本文学研究者　ロバート キャンベル
� 2025年12月 1 日　国際俳句協会俳句大会講演会
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に来た外国人が一句でも日本語で俳句を作れるようになるように、俳句とい
うのは非常にいい素材ではないかと思います。一緒に学んだり一緒に作った
り、それぞれの地域、教室などでできたらと思います。もともと俳句は、俳
諧の連歌、ひとりで作るのではなく、人々が集まって作った俳句をつないで
ゆく、自分の前後左右の状況を考えて次につないでゆく世界に稀なる共同制
作なので、他者を受け入れて一緒に何かをやってゆく装置、大きく言えば社
会的インフラになるのではないかと思っています。ぜひ国際俳句がどこで行
われているかをとらえ直してほしい。日本の中での国際俳句を広めて深めて
いってほしいと思います。

　俳句自体は五七五で名句は数多く残っており、俳句人口は百万人いると先
ほど聞きました。近世、つまり江戸時代を通覧している者からすると、芭蕉
の句などはほとんど連句の中から生まれたもの、または発句です。そこで俳
句は繋がっているものからの断片性をもつもの、言葉のかけらとしてみるこ
とがあります。ここ六、七年前から社会の中で様々な動きがあります。日本
でもそうですけれど、ある国では戦争が起こったり、私の生まれた国では社
会の分断がほぼ絶望的なところまで進んでいます。同じ事実を事実と認めら
れないほど情報環境が変化しているわけです。従来大きかったものが何かの
事情、力で揺らされて一部分になったものが私の眼に触れるようになり、そ
れ自体が重要な変容なのではないかと考えるようになりました。三年半前
だったでしょうか。『淡交』という雑誌に四年間ほど掲載していたものを、
淡交社から『よむうつわ』として書籍に纏めました。これは全国に保有され
ている茶の湯の道具の重要文化財などを実際手にとって自然光で拝見し、調
べ、専門家と対談するという企画でした。実は茶の湯の道具は断片のよう
で、花器、茶入、茶杓などとして独立して拝見することもできますが、茶事
の取り合わせとして評価されるものなのです。もともと器物そのものが茶会
の道具立ての一部として認識されるということもあります。

　さて、茶入の名物、唐物茄子茶入「付
つく

藻
も

茄子」と「松本茄子」がありま
す。長い歴史の中で別々に保管されていたものが近代になって一緒になっ
て、現在は静嘉堂文庫美術館にあります。とても静かな優しい艶の器です。
元々十二世紀頃、中国の寧波あたりから来た、古渡りのものとして中世の天
下人に百年以上愛されてきた器です。今回は器を扱うときにお願いしたの
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は、手にとって、いろいろな角度から、自然光で拝見したいということで、
学芸員の方もあまりしないことです。色合いなどは、その日の空模様によっ
て変化するので、その移ろいは、器を読み取るには大切なことです。そうし
て五十点の道具を間近に見ることができました。茶入の付属資料がたくさん
ありまして、特に伝来についてはあまり表に出ることがないので、とても面
白く拝見しました。この付藻茄子の伝来では、元々足利義満の所有、代々足
利家に伝わっていましたが、その後織田信長の手に渡り、茶の湯が政治を行
う上で非常に重要であると、茶器の記録があります。信長の没後、本能寺の
焼け跡から拾い出され秀吉のものとなりました。天正時代の「山上宗二記」
に、天下一の名物とあり、十六世紀から名物となっていたことがわかりま
す。もうひとつの松本茄子は秀吉が行った大徳寺の大茶会にも台子の上に飾
られる最上格のものとして登場します。これは大坂城内に保管されていまし
たが、夏の陣で大きく傷がついてしまいました。ところが、災害を経験して
残っているようには見えない。元々中国で薬入れのような雑器として作られ
たものと同じような釉薬で、自然光で中に亀裂が見えますが表は滑らかで傷
は見えません。徳川家康は当時、大坂城の焼け跡に塗師の藤重藤元の親子を
送りこみ、焼け跡から名物を持ってこさせました。藤重は陶片を拾い集めて
持って帰り、約三か月後に家康に復元したものを少なくとも三点献上しまし
た。静嘉堂には千利休がこしらえた茶入の切型（実物の輪郭をなぞって残し
た図）があり、これにより以前と茶入の茄子形が変わっていることが分かり
ます。これは破片を集めて漆で継ぎ合わせて修復したためです。金継ぎや呼
継ぎではなく、傷をかくさずにおく「選択」、傷や欠けを景色にすることが
茶道にはあります。家康が何を思って、改修、完璧に再現させたのか、秀吉
や豊臣家に対する鎮魂なのか、幕藩体制の固まっていない時期であったこと
を考えるといろいろ推測できます。

　さて、ここから場所も時代も変わって、まだ復元されていないかけらをご
覧にいれます。
　お皿が割れている写真です。この八月に三週間ほど、ひとりでウクライナ
に入国し、主要都市を訪ね、記録として写真と映像を撮り、同時通訳を依頼
し、インタビューし、書籍の準備をしています。ひとつのテーマは、壊れて
しまったものが、お皿だけでなく、インフラが壊れ、生活を感じさせるもの
が壊れ、生活そのものが壊れ、人々が怪我をし、大量の負傷兵が生まれ、戦
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場から離れたところでも市民を含む三十万人以上が外傷、あるいは心的外傷
を負って生活しているわけです。そのように壊れかけたインフラ、元に戻れ
ない人がそこにとどまって芸術や文化活動を続けている人の思い、成果とし
ての作品、また古いもの、古い人の証言などウクライナの文化が国の生存に
関わることとして再評価されています。　
　今回、私の知人、作陶家で写真家でもあるヴィラ・ブランシュさんという
方に現地で会いました。私の出かける三日前に、彼女の住むキーウで、大規
模な攻撃がありました。近所の九階建ての建物が破壊され、未明に救助隊、
清掃隊が入ったのですが、彼女は、許可を得て、散乱する食器を拾い上げ、
私の到着に備えてくれました。破壊された建物がどうだったか、周りの人が
どうであったかを写真を撮ってくれました。これを先ほどの「付属資料」と
安易に比較してはいけないのですが、どういう場所から何があって、どこか
ら回収されたかけらかを説明する大切な資料になるのではないかと思います。

　なぜウクライナに行ったかというと、『よむうつわ』の最終校正をしてい
るときに戦争がはじまり、西の町リヴィウに避難した人々の思いを、短い言
葉で記しているウクライナに住むオスタップ・スリヴィンスキーという詩人
がいることがわかりました。その言葉のかけらを日本語に翻訳してみたいと
思ったのです。インターネットで彼を探し Zoom で対話し、ウクライナ語で
書かれた原稿段階の詩を英語を通して同時進行で翻訳を進め一昨年に本を出
版しました。論理的ではないかもしれませんが、先ほどお話した茶入の話と
何か接点を持っているのではないかと思っています。壊れたけれど、壊れた
ものは遠くに放り去られず新たな形になってゆく、というのは、日本の歴史
文化、独自の表現方法ではないかと思い、少しここを継続的に見ていきたい
と思ったわけです。

　2023年に『ウクライナ、地下壕から届いた俳句』という本を出したときに
非常に話題になりました。ハルキウという前線に非常に近い都市で育った
十九歳のウラジスラバ・シモノバさんの作品が黛まどかさんの目に留まり、
協力を得て一冊の本になりました。その中の巻頭の一句ですが、〈さくらさ
くら離れ離れになりゆけり〉。これは平和な日本では特選になる句ではない
かもしれませんが、ウクライナで出国も難しいような、ばらばらになった
人々のことと呼応すると感じました。国際交流基金の協力を得て、朗読会を
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開いたり、昨年二月には NHK 特集で私たちが撮った映像を使って再編して
一時間の番組となりました。二年半前、また八月にウクライナに行ったとき
使ったのが、手榴弾を積んだドローンなどを知らせる空襲アラートのアプリ
です。地図中の色が濃くなるほど着弾が近いと知らせてくれます。リヴィウ
というのがポーランドに近い場所、キーウが真ん中で首都、ハルキウ、これ
がロシアとの国境に近いところ。全面戦争が始まった時ハルキウが包囲さ
れ、ソ連時代の建物があるのですが、爆弾が落ちて躯体だけになった建物
を、手を入れると察知され、また爆撃の標的になるので、壊して建て直すこ
とをせず、ベニヤ板で養生してそのままにしているのです。人が怪我をしな
いようにしてありますが、戦争が終わるまでそのままにしています。さきほ
どの彼女がその様子を俳句に詠んでいます。〈真つ青な空がミサイル落とし
けり〉〈街の灯の消えハルキウの星月夜〉。エネルギーインフラが狙われてい
て、キーウでは自家発電でしか暖を取ったり光をとることしかできないとい
うことです。そこでは路上アートやインスタレーション、パフォーマンスが
いたるところで行われています。

　人々が集まると危険で、人の密度が高くなるとミサイルが飛んでくる対象
となるので、通りすがりに作品を見れるようになっています。ウクライナ中
のアーティストたちがスタジオや美術館に行かず、外に表現を開花させてい
るということに関心が集まっています。マリウポリでは、50メートルくらい
の絵巻のような、避難する人々を描いた作品の映像を取ってきました。白い
鳥が三羽四羽飛んでいる。それは紙飛行機や鳩ではなく、折り紙なのです。
ウクライナでは日本の折り紙は敗戦直後から平和教育の一環として、原爆の
ことが紹介されています。広島の原爆で六十年前に十一歳で亡くなった佐々
木貞子さんという方のことをウクライナでは皆知っています。ウクライナで
は折り紙が亡くなった方に対する追悼として供養として、日本と違った意味
づけをされています。色をつけず、A 4 くらいの真っ白な紙で折り紙を作る
のです。この作品では人は描かれず、犠牲になった市民をこの折り紙で象徴
しているのです。〈地下鉄に紙飛行機や子らの春〉シモノバさんは十八歳の
頃にハルキウの包囲を経験しているのです。

　ウクライナに行きますとちょっと表通りではない壁に戦場に兵士を送る女
性の大きな肖像画があったり、医療従事者に対して子どもが感謝する言葉の
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壁画など、いろいろな表情、表現、自分はひとりではことを感じさせる表現
が、外に描かれています。キーウの北にある郊外の町、イルピンではロシア
の戦車隊が虐殺を行いました。この街出身の作陶家、ユリアさんは避難し
て、また変わってしまった街に戻ってきてまず何をしたかというと、爆撃さ
れた自動車を一か所に集めた、自動車墓場、に行ったのです。その車の中の
焼けただれた座席に陶片が残っていました。ウクライナではよく陶器の皿に
鳥や動物が描かれています。子どもがむずかると「鳥が見えるまでもう少し
食べなさい」と母や祖母がいう。ウクライナの方がそれをみるとすぐそうい
う情景が思い浮かびます。ユリアさんは注意深くかけらを集め、一年間悩
み、そのかけらを、額縁を作って象嵌のように埋め込み、釉薬を使わず、そ
の皿の傷を、亀裂をくっつけずに残しました。この皿にどういう暴力が行わ
れたを問いかける作品にしたのです。いろいろなものが散乱し、二年たって
もそのままになっています。ユリアさんは、日常の一部だったものが無残に
壊されてしまったことに何かを感じて持ち帰り、注意深く自分の表現に取り
込んだのです。これは小さなもので皆に見てもらうことができないのです
が、先ほどの話に戻しますと、たくさんの同じ世代のアーティスト達がハル
キウに戻っています。

　私はガムレット・ジンキヴスキーさんに会うことがひとつの目的だったわ
けですが、この方は、壊れかけた建物の壁に絵とウクライナ語を描いていく
わけです。百数十か所に描いており、彼は一種のハルキウのカルチャーヒー
ローなのです。一緒に街を歩いていると皆がガムレットさんに挨拶をしたり
写真を一緒に撮ったりするのです。本来は壁に落書きをするのはある種の反
社会的行為なのですが、警察に一度も取り締まりを受けたことがないそうで
す。むしろガムレットさんの絵で待ち合わせをしたり、と壊れかけた建物が
街の中で新たな景色として再認識できるようになっているわけです。しゃが
まないとわからないような排水管の裏や壊れた扉に描きますし、その上に若
い子がスプレーで落書きをしたりしています。「それは嫌ですよね」という
と、いずれ解体されるので全然構わないと言う。街は十二時に戒厳令がしか
れていて、私の仕事が午後八時に終わると、街中のウィリーならぬガムレッ
トを探すのです。ある建物の裏に行ってみたらハサミが天から落ちてくる、
爆弾がまさに落ちてくるような絵があったり、戦争とは何かを問いかけるよ
うな、そこに住むひとに問いかけるような絵があります。彼は戦争が始まっ
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てから絵日記を書いているのですが、奥さんと一年前に離婚したことを、
ケーブルのもつれ、として表現したり、傷を負った友達の義足を描いてみた
り、ある意味大切な一日の断片的な記録、バランスを崩さないように、俳句
に通じるような瞬間を描いています。ハルキウは人々が暮らしているのです
が、夜の戒厳令の時はゴーストタウンのようになります。

　最後に、このような断片的なもの、かけらになったものが回収され、社会
の中で新たな意味を持つこと、人と人を結びつける力を持つようなことをお
話しましたが、リヴィウという比較的安定した街、とはいえ爆撃ドローンは
やってきて人はなくなりますけれど、東部に比べて圧倒的に静かな街です。
そこは一昨年から巨大なリハビリシステムを作っていまして、私は三日間市
長と面談し、負傷者やアートセラピーをおこなっている人々に話を聞いたり
映像を撮ることができました。この施設を「Unbroken」と呼んでいるわけ
です。つまり傷はついていますが壊れていないという意味です。坂茂さんと
いうプリツカー賞をとった建築家が、ウクライナで最大の病院を設計して、
来年着工します。外科病院です。Unbroken の人々とたくさんの交流をしま
した。彼らがどうやって社会復帰をしたか、腕や足を失くしたり、捕虜に
なって心に深い傷を負ったりして、それを芸術、表現を通して運動の能力を
回復したり、心の闇を鎮めるのですが、アーティストが来て協力してリハビ
リを行っています。

　ある青年は、訪ねてくる人のために、リハビリで船、ヨットを作っている
というのです。船大工がいる訳ではないので、YouTube のチュートリアル
を見ながら作っているということで、これは素晴らしいことです。私は今
回、お土産に能登半島で傷ついた漆芸、金継ぎなどを施した器を持っていき
ました。傷はついているけれど、その傷を元には戻れないけれど、異なった
角度で見ると金継などは美しい。ウクライナでは金継ぎはよく知られてい
て、ウクライナの国自体が金継ぎのようだといわれています。四月の末に完
成させ、輪島で漆芸家の仲間と金継ぎをしてウクライナに持ってゆきたいと
思っています。そしてアーティスト達と実のある国際交流をしたいと思って
います。

　ご清聴ありがとうございました。
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～お知らせ～

　2026年 7 月 8 日（水）午後、2026年度俳句ユネスコ
登録推進協議会総会、俳句シンポジウム、第35回国際
俳句協会（HIA）総会を開催致します。
　詳細は次号にてご案内致します。

� ロバート キャンベル氏　講演
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―― HI Club ―― ① ―― HI 選集 ―― ①
HRYCIUK, Marhall John Louis（CANADA） リチューク，マーシャル　ジョン　ルイス（カナダ）
● ●

children racing each other
to a fountain
a crow flies by

いっせいに子供たちが
噴水へ駆ける
カラスが飛び去る

MACK（CANADA） マック（カナダ）
● ●

aloha shirt
riding the moon’s path on a wave
to a bamboo hut

アロハシャツ
海の月路に乗って
竹の小屋

MACHMILLER, Patricia J.（U.S.A.） マクミラー，パトリシア　J．（アメリカ）
● ●

a scattering
of moon watchers
their dark sides

散らばって
月を仰ぐ人々
見えない背面

MOMOI, Beverly Acuff（U.S.A.） 桃井，ベバリー（アメリカ）
● ●

colors of spring
brought to you by
the bees

春の色合い
蜂が
もたらすもの　

（訳：桃井勝彦）
HANSEN, Hanne（DENMARK） ハンセン，アナ（デンマーク）
● ●

a youngster walking
through pain in his back and feet
with a rollator

少年が歩く
背中と足の痛みをかかえ
歩行器を押して

HAFERNIK, Johnnie Johnson（U.S.A.） ハフェルニック，ジョニー・ジョンソン（アメリカ）
● ●

on a train at dusk
I zoom past cars stuck in traffic
a soaring hawk

夕暮れ時の電車に乗り
渋滞の車を追い越す
鷹は空を舞う

SHIMANE, Marie Annette（JAPAN / U.S.A.） シマネ，マリエ　アネッテ（日本 / アメリカ）
● ●

The only movement
on the wet stepping stones...
the morning light

濡れた踏石の上に
ただ一つの動き
朝の光
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DOI, Gisela（GERMANY / JAPAN） 土井 , ギーゼラ（ドイツ / 日本）
● ●

Am stillen Teichrand
flirrt eine Libelle auf －
Vater ist gegangen

静かな池辺
とんぼ舞い立つ
父逝きぬ

（自訳）

STOPAR, Rudi（SLOVENIA） ストパール，ルディ（スロベニア）
● ●

empty sky above
a lone cloud crawls deep within
the sun disappears

虚ろな空
一筋の雲が奥へ忍び込む
消えゆく太陽

Besuud Khastsetseg（Inner Mongolia） べスード・ハスツェツグ（内モンゴル）
● ●

The cry of migrating birds
a parched summer sky
on the verge of tears

渡り鳥鳴くや
日照りの夏空
涙ぐむ

S. Dainch（Inner Mongolia） S・ダインチ（内モンゴル）
● ●

Consoling dead leaves
autumn’s nearby
crickets

枯葉慰める
秋隣の
コオロギ

O. Urnaa（Inner Mongolia） O. オルナ（内モンゴル）
● ●

A tall one
through the door
question mark

長身の人
扉潜れば
疑問符

Bar Bold（Inner Mongolia） バー・ボルドー（内モンゴル）
● ●

The sound of
a falling astringent persimmon
flame of life

渋柿の
落下音に
命の炎

WAZWAZ, Issam（JORDAN） ワズワズ，イッサム（ヨルダン）
● ●

After practice,
my car
a vessel for ikebana flowers!!

稽古の後
私の車は
生け花の器に
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―― HI 選集 ―― ② ―― HI Club ―― ②
古郡孝之（埼玉） FURUKORI Takayuki
● ●

紅花や尖って青き出羽の山 Safflowers －
sharp and blue
the Dewa range

介弘紀子（福岡） SUKEHIRO Noriko
● ●

銀河行乗り遅れたる魂数多 Journey to the Milky Way;
many souls have missed
the train

岡西宣江（千葉） OKANISHI Nobue
● ●

まろぶとは千両役者蟇 Stumbling:
the toad becomes
a superstar

新田佐代子（堺） NITTA Sayoko
● ●

寂しさを募らせる夜渋き古茶 Loneliness grows
through the night － the bitterness
of last year’s tea

馬場吉彦（盛岡） BABA Yoshihiko
● ●

雪匂ふ新句集かな北の友 A new haiku collection
with the scent of snow －
my northern friend

齋藤澄子（東京） SAITO Sumiko
● ●

大観の庭の一隅苔の花 In Taikan’s garden
at a quiet corner ...
moss in bloom
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時田　清（深谷） TOKITA Kiyoshi
● ●

まつすぐな飛行機雲や利根の秋 A straight contrail －
autumn
over the Tone River

飯川三無（川崎） IIKAWA Sanmu
● ●

朝顔に空までの径付けてやり Making
a path to the sky
for the morning glories

原田静子（埼玉） HARADA Shizuko
● ●

梅雨もよしモネの絵柄の傘広げ The rainy season
is also good － I open
a Monet umbrella

𠮷村玲子（三田） YOSHIMURA Reiko
● ●

海亀の泳ぐ影見る島巡り Touring islands ...
I glimpse sea turtles’ shadows
beneath the water

神山姫余（栃木） KAMIYAMA Himeyo
● ●

一匹の蟻の宇宙や弧を描く The cosmos
of a single ant －
it traces an arc

草刈幸風（東京） KUSAKARI Kofu
● ●

黒御影瀟灑な句碑に竹の春 Bamboo’s spring;
a refined haiku monument
in black granite
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三好かほる（埼玉） MIYOSHI Kahoru
● ●

遣欧少年弾きしオルガン秋深む The organ
once played by Boys’ Embassy to Europe ...
autumn deepens

渡辺通子（日立） WATANABE Michiko
● ●

ミャクミャクに五つの目玉汗ばめり Myaku-Myaku
has five eyeballs...
I start to perspire

児玉星流（長野） KODAMA Seiryu
● ●

AI 時代人間の感性秋めく色 Human feeling
in the era of AI ...
autumnal colors

関島多佳子（明石） SEKIJIMA Takako
● ●

雨上り指呼の淡路の若緑 After the rain
Awaji’s young green hills
within reach

田中あき子（東京） TANAKA Akiko
● ●

骨壷を膝に真夏の秋田へと Heading for
midsummer Akita
with an urn on my knee

佐藤みちゑ（東京） SATO Michie
● ●

先付に川風とあり夏料理 Summer cuisine:
an appetizer named
“River Breeze”
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福原詠風子（函館） FUKUHARA Eifushi
● ●

函館のイカ売る声も秋に入り In Hakodate
even the call of squid sellers
enters autumn

葛生みもざ（東京） KUZUU Mimoza
● ●

パリ祭に生るる幼子絵筆持つ An infant
born on Bastille Day
holds a paintbrush

宮田　勝（石川） MIYATA Masaru
● ●

新米に手と手をあはせむすびけり Cupping
new rice
in my joined palms

小松　萌（横浜） KOMATSU Moe
● ●

甚平の父スコッチを出してくる In a Jinbei
my dad brings out
some Scotch whisky

西倉ムツ子（深谷） NISHIKURA Mutsuko
● ●

点滴の一滴ごとの夜の長し Each drop
from the IV drip ...
long night

西田梅女（金沢） NISHIDA Umejo
● ●

一降りの雨新涼の風を生む A rain shower
gives birth to
the wind of new coolness
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椙原夢乃（周南） SUGIHARA Yumeno
● ●

姥百合の実は矢の如し夢の跡 Heartleaf lilies ...
their fruits like arrows
in the ruins of a dream

福田ひさし（埼玉） FUKUDA Hisashi
● ●

機嫌良く並びし山や秋日和 Cheerful mountains
all in a row －
clear autumn sky

水田博子（広島） MIZUTA Hiroko
● ●

身に入むや地に伏す墓碑に文字もなき piercing autumn chill
no name engraved
on the fallen gravestone

大越碧流（東京） OKOSHI Hekiryu
● ●

東京タワー先だけ見えて冬ざるる Tokyo Tower
only the tip in view ...
withered winter

上村凡次（函館） KAMIMURA Bonji
● ●

三日月に腰かけて望む平和の地 Seated on a crescent moon
a distant view
of a land of peace

ちづこ（東京） CHIZUKO　
● ●

いとこ皆女ばかりよ秋海棠 My cousins
are all girls;
pink hardy begonias
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相木英人（東京） AIKI Hideto
● ●

翠玉の如くひと粒マスカット A single muscat
glows green
like an emerald

坂田節子（埼玉） SAKATA Setsuko
● ●

秋空や戦車めくめくコンバイン Autumn sky;
a combine rumbles
like a tank

田中由子（神戸） TANAKA Yoshiko
● ●

花芙蓉いづれが姉か妹か Cotton rose sisters ...
which is the elder,
which is the younger?

永井玲子（神奈川） NAGAI Reiko
● ●

敬老会噂のドラマー十二歳 Senior gathering －
the famed drummer
just twelve years old

♢　　　　　　　　　　♢　　　　　　　　　　♢
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―― HI 選集 ―― ③ ―― HI Club ―― ③
和田　仁（秋田） WADA Jin
● ●

衣擦れの如く静々青大将 A rat snake
moves silently forward
like rustling silk

佐藤宣子（北海道） SATO Nobuko
● ●

僧籍の親族集ひみな単衣 Monk-born relatives
gather
all in summer robes

北端辰昭（奈良） KITABATA Tatsuaki
● ●

吟行で開く弁当花の寺 Opening lunch boxes
during a ginko...
cherry blossomed temple

西邑桃代（京都） NISHIMURA Momoyo
● ●

時を経て銀の変色冬御殿 The silver’s tarnish
of many years...
winter mansion

草野准子（東京） KUSANO Junko
● ●

朝顔に長き添え木を早々と A tall stake
set promptly
for morning glories

細川みちえ（愛知） HOSOKAWA Michie
● ●

夏薊愉し休暇の終はりけり Summer thistle
is delightful － our vacation
comes to an end
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大西政司（愛媛） ONISHI Masashi
● ●

倒れても尚ソラマメは上を向く Even fallen
the fava bean still
faces the sky

清水みな子（刈谷） SHIMIZU Minako
● ●

中庭の緑蔭鋳物の犬歩む Green courtyard shade ...
the bronze dog
takes a walk

相沢正志斎（茨城） AIZAWA Seishisai
● ●

背に攩網挾みてをりし鮎を釣る A landing net
tucked behind the shoulder:
fishing for sweetfish

平井　葵（東京） HIRAI Aoi
● ●

初秋の会話はエスプレッソから On autumn’s first day
conversation begins
with espresso

石綿久子（東京） ISHIWATA Hisako
● ●

微笑みに負けて小さきプール買う That smile...
I gave in, and bought
a small pool

筒井慶夏（沖縄） TSUTSUI Keika
● ●

虫鳴いて夜の白雲去りがたし Insect’s cry;
at night a white cloud
reluctant to leave
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今泉かの子（名古屋） IMAIZUMI Kanoko
● ●

ミシガン湖ヨットはマスト天に立て Lake Michigan;
yachts lift their masts
into the sky

逸見真三（千葉） HENMI Shinzo
● ●

ゆく人へ頰ぬらしけり涅槃雪 Departing soul,
my cheeks wet with tears;
spring nirvana snow

熊谷佳久子（札幌） KUMAGAI Kakuko
● ●

ビルの玻璃拭くや秋空泳ぐごと Cleaning windows
on a skyscraper － as if
swimming in autumn sky

川口比呂人（鎌倉） KAWAGUCHI Hiroto
● ●

花野行く独りの宇宙拡がりぬ Walking through
flower fields: my own cosmos
unfolds

相沢恵美子（横浜） AIZAWA Emiko
● ●

挨拶の言葉つづかぬ秋暑し No words
come after my greeting:
lingering heat

鈴木慕南（東京） SUZUKI Bonan
● ●

蟬時雨多島美望むロープウェイ Cicada chorus;
a ropeway above
the archipelago’s beauty
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權守いくを（神奈川） GONNOKAMI Ikuo
● ●

カンバスの絵の具に迷ふ秋の風 For the white canvas
unsure which colors to choose:
autumn breeze

鈴木帰心（西尾） SUZUKI Kishin
● ●

子ども園に隣るコスモス畑かな Adjacent
to the children’s center
a field of cosmos

月城花風（東京） TSUKISHIRO Kafu
● ●

一番にテープ切る子や天高し A child
breaks the ribbon first;
high autumn sky

石井洋子（三重） ISHII Yoko
● ●

潮風に撓む老幹新松子 Ancient pine trunks
swaying in the sea wind ...
this year’s cones

山崎尚美（大阪） YAMASAKI Naomi
● ●

蓮の花静けさ深き寺の池 Lotus blossoms;
a temple’s pond
in deep silence

清水暁子（北海道） SHIMIZU Akiko
● ●

夏の朝サッカー少年闘志の背 Summer morning ...
the young soccer player’s back
full of fighting spirit
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西上禎子（大阪） NISHIGAMI Teiko
● ●

林道に朝ひぐらしの声透る In the morning
an autumn cicada’s voice
threads the forest path

菊池幸恵（茨城） KIKUCHI Sachie
● ●

「求人」の文字の揺らめく残暑かな Lingering heat:
the words “job vacancy”
shimmering

矢野真緋子（広島） YANO Mahiko
● ●

玉鋼色のひとすぢ初秋刀魚 A blade
of the color of tamahagane
first saury of autumn

安富明路（北海道） YASUTOMI Akiji
● ●

遅月や星ぼしの影やわらかく Lingering moon
the light of the stars
softened

菊池熱海（東京） KIKUCHI Nekkai
● ●

燈火親しむ神々の口伝古史 Autumn lamplight;
an ancient tale of the Gods
passed down by word of mouth

菊池恵海（東京） KIKUCHI Keikai
● ●

夕立や駆け込む神田神保町 Summer downpour;
running into a bookshop
in Jimbōchō

HI 選集①～③
村上博幸訳（ ） HI club ①～③

Translation by
Hiroyuki Murakami（ ）
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―― HI 選集 ―― ④ ―― HI Club ―― ④
悟（愛知） SATORU
● ●

臥す友に剪りて深紅の庭牡丹 For a friend in bed
cutting crimson peonies
in the garden

結菜やよひ（神奈川） YUNA Yayohi
● ●

しゃぼん玉電動自転車追いかけて soap bubbles
chasing after
an electric bicycle

陽　二（西蒲田） YOJI
● ●

母思うカザフスタンの夏夜旅 summer night flight
over Kazakhstan
I remember my mother

小上栄女（和歌山） OGAMI Shigejo
● ●

家に待つ母へと掬ふ草蛍 a firefly in the grass
I scoop it for my mother
at home

飯田双樹（東京） IIDA Soju
● ●

すめら宮を彼方に見据え夏樹立 beyond the Imperial Palace
summer blossoms
over blossoms

望月吉々（北海道） MOCHIZUKI Yoshi-yoshi
● ●

蝦夷栗鼠の上腕筋や青嵐 Tusunike
makuntapsut-kam
Huham-suypa-maw
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工藤眞一（東京） KUDO Shinichi
● ●

風の筋見ゆるばかりに青すすき Es kommt mir vor,
als könnte ich des Windes Richtung schauen －
das Susuki-Gras grün

松山芳彦（埼玉） MATSUYAMA Yoshihiko
● ●

リー将軍刻む岩山流れ星 in the rocky mountain
a carved General Lee
shooting star

末永玲子（函館） SUENAGA Reiko
● ●

「どうだん」の燃え立つ紅の波池に the fiery crimson color
of the azalea leaves
creates waves in the pond

小泉裕子（岐阜） KOIZUMI Yuko
● ●

帰省子の何度も開ける冷蔵庫 My son staying for the holidays
opens the refrigerator
so many times

乃万美奈子（愛媛） NOMA Minako
● ●

35度の夏一日三回家族の洗濯物 35℃, summer
washing three times a day
the family laundry

池田松蓮（東京） IKEDA Shoren
● ●

秋冷や牛舎に牛の寄り添へる En el establo
se cobija entre sí el ganado
ante el frío
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山田由紀子（仙台） YAMADA Yukiko
● ●

秋桜横断注意通学路 Be careful
while crossing the school zone －
cosmos sway

耀　千秋（東京） YO Senshu
● ●

えんぴつを削る運心蟬しぐれ Pencil sharpener
concentrating
in the cicada rain

チョウコ　ビーン（熱海） BEEN Choko
● ●

亡き夫にワイン注ぎて盆用意 Bon preparations
pouring wine
to my late husband

山戸暁子（堺） YAMATO Akiko
● ●

パラソルをさしかけ道を問ひにけり Meinen Sonnenschirm
vor einer Fremdin neigend,
erfrage ich den Weg

中村和江（深谷） NAKAMURA Kazue
● ●

深緑や鎮魂に鎮まるシナゴーグ deep green －
synagogue in stillness
full of soul’s repose

祚　胤（函館） SOIN
● ●

停戦の行方見守る今日の月 watching over
the outcome of the ceasefire
today’s moon
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慶　和（高松） KEIWA
● ●

その香りビンに詰めたし金木犀 Feel like filling
a glass bottle with the fragrance
of osmanthus

各務恵紅（岐阜） KAKAMI Keiko
● ●

億年の谷の深さや合歓の花 A millions-year-old valley
so deep －
silk tree flowers

羽野泰子（大分） HANO Yasuko
● ●

春雷は旅の序曲か始発駅 Spring thunder
could be a prelude to my journey －
at the starting station

久永小千世（知立） HISANAGA Sachiyo
● ●

秋彼岸故郷を馳せをり死を超えて Autumn equinox
riding over home village
even after disappear - He is

幸　湖（滋賀） KOUKO
● ●

試合終へライバルはハグ天高し Après le jeu
les rivaux se font des accolades
le ciel est haut

永井弘子（茨城） NAGAI Hiroko
● ●

青空を少しのこして鰯雲 The sky
full of fleecy clouds,
left behind some blue sky
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山本浪子（川崎） YAMAMOTO Namiko
● ●

山荘は眠り支度や鹿の鳴く a crying buck －
it’s time to close
the summer cottage

白根順子（埼玉） SHIRANE Junko
● ●

日曜の SL が来る蕎麦の花 A steam engine train
on Sunday is approaching
buckwheat flowers all around

春木小桜子（大阪） HARUKI Saoko
● ●

コスモスや路面電車の風にゆれ We can see
swaying cosmoses by the wind
from the streetcar

岡　哲夫（和歌山） OKA Tetsuo
● ●

八月六日あの日の朝が雨ならば August 6 th －
if only that morning
had been rainy

竹内悦子（神奈川） TAKEUCHI Etsuko
● ●

遠山河母の胡瓜のうねり初む distant mountains and rivers
my mother’s cucumbers
start to curl up

石澤幸子（京都） ISHIZAWA Sachiko
● ●

新しきスニーカーの香夏木立 the smell of new sneakers
as I walk in a grove －
summer morning

内村恭子（東京） UCHIMURA Kyoko
● ●

待降節明日のチョコを待ちきれず temptation
for tomorrow’s chocolate
advent calendar
� （HI 選集④自訳）
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■第 1 位■
STOPAR, Rudi （Slovenia）/ ストパール，ルディ（スロベニア）

empty sky above / a lone cloud crawls deep within / the sun disappears
　虚ろな空 / 一筋の雲が奥へ忍び込む / 消えゆく太陽

（評）虚ろな空の下に孤独な雲が深く潜りこむ。雲が忍び込むことによっ
て、消えてしまった太陽。それまで太陽がとどまっていた空は虚ろであっ
た。その空を助けようとして雲が忍び込んでいったような句である。その結
果、地上からは太陽の姿は消えてしまった。雲の上の世界で、空と太陽はど
うなったのであろうか。空、雲、太陽の関係がシンプルに、そして深く描か
れている。

Beneath the empty sky, a solitary cloud sinks deep. The sun vanished as the cloud 
crept in. The sky where the sun had lingered was hollow. It looks like the cloud 
slipped in to fill that void. As a result, the sun disappeared from view on earth. What 
became of the sky and sun in the world above the clouds? The relationship between 
sky, cloud, and sun is depicted simply yet profoundly.

■第 2 位■
葛生みもざ（東京）/ KUZUU Mimoza

　パリ祭に生るる幼子絵筆持つ
An infant / born on Bastille Day / holds a paintbrush

（評）パリ祭の日に生まれた幼子が今、絵筆を持った。その幼子の目には何
が映り、何を描こうとしているだろう。フランス革命が求めたものを今、こ
の現代に求めていくのであろうか。「絵筆持つ」のは、もしかしたら幼子の

―HI 170号 投句作品より / From HI No.170―

【選評】
HIA 理事　大石雄鬼
Selection and review by Yuki Oishi, HIA Director
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親、作者かもしれない。その場合、パリ祭の日に生まれた子を期待し、我が
子を描くということである。いずれにしても、将来に希望を持ち、見つめて
いる俳句である。

An infant born on Bastille Day now holds a paintbrush. What does that child see, 
and what does he/she try to paint? In this modern age, does he/she pursue what the 
French Revolution once accomplished? Perhaps the one “holding the paintbrush” 
is the child's parent, the author. In that case, the mother thinks about a bright future 
of the child born on Bastille Day, and is painting her own child. Either way, this is a 
haiku looking at the future with hope.

■第 3 位■
SHIMANE, Marie Annette （Japan /U.S.A.）/ シマネ，マリエ　アネッテ（日本 / アメリカ）

The only movement / on the wet stepping stones... / the morning light 
　濡れた踏石の上に / ただ一つの動き / 朝の光

（評）ただ一つ動くものがある。それは濡れた踏石をとんとん滑っていく、
朝の光。朝の光そのものが踏石を歩いてくるような感覚。しーんとした、う
す暗い濡れた世界の中で、朝の光のみがやってくる。静かに、静かに。

「wet」「only」がこの句のポイントではないだろうか。もしかたらこの光景
は、心の中に現れる全ての光景というものを表しているのかもしれないとも
思えてきた。

There is only one thing moving. It is the morning light, gliding softly over the 
wet stepping stones. It seems like as if the morning light itself is walking across the 
stones. In the silent, dimly lit, wet world, only the morning light arrives. Quietly, 
quietly. “Wet” and “only” are perhaps the key points of this haiku. I start to think 
that this scene might represent all the scenes that appear within the heart.

■第 4 位■
各務恵紅（岐阜）/ KAKAMI Keiko

　億年の谷の深さや合歓の花
A millions-year-old vallery / so deep –  / silk tree flowers
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（評）その谷は何億年も前からあったであろう谷。日本で限ればまずそうい
う谷はなさそうだから、それほどのものを感じさせる谷なのかもしれない。
厳しさを感じさせる谷。いや、億年前からの谷でなく、億年の深さであれ
ば、谷の深さが億年という途方もない底知れぬものということになる。そん
な時空の裂けめが口を開いている。谷の上では合歓の花がふわふわ咲いてい
る。優しく咲いている。

That valley must have existed for hundreds of millions of years. Such a valley 
seems unlikely to exist in Japan, so perhaps it is a valley that evokes that sense of 
immensity. A valley that conveys a sense of harshness. No, rather than a valley from 
hundreds of millions of years ago, if it is a valley of hundreds of millions of years' 
depth, then the valley's depth itself becomes an unfathomable, unimaginable abyss. 
Such a rift in time and space gapes open. Above the valley, silk tree flowers bloom 
softly. They bloom gently.

■第 5 位■
菊池幸恵（茨城）/ KIKUCHI Sachie

　「求人」の文字の揺らめく残暑かな
 Lingering heat:  / the words “job vacancy” / shimmering

（評）「求人」の掲示物がゆらゆら揺らめいている。それは人を求める企業の
揺らめき、そして職を求めている人に対しての揺らめきでもある。掲示物が
揺らめくほどに永く貼られているのだろう。画鋲やテープが取れているのか
もしれない。今の日本であれば、揺らめきは人がなかなか集まらない企業の
状態。峠であった極暑が過ぎ去った今、何かが終わって、揺らめいている。

The “job vacancy” notice sways gently. It sways with the uncertainty of the 
company seeking people, and also with the uncertainty for those seeking work. It 
must have been posted for a long time, swaying like this. Perhaps the thumbtacks or 
tape have come loose. In today's Japan, this swaying reflects the state of companies 
struggling to attract people. Now that the peak of summer heat has passed, 
something has ended, and it sways.

＊ HI 投句作品の選評は、HIA 役員が順番に担当します。
＊ HIA directors will take turns in the selection and review of the haiku.
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　松山市は、三千年の歴史があり、日本最古といわれる道後温泉や、江戸時
代までに建てられた現存12天守の一つ、松山城に加え、近代俳句の祖　正岡
子規をはじめ、多くの文人や俳人を生み出すとともに、夏目漱石の『坊っち
やん』、司馬遼太郎の『坂の上の雲』の舞台になるなど、「いで湯と城と文学
のまち」です。
　先人たちの偉業は、市内に点在する句碑や俳句ポスト、夏の風物詩「俳句
甲子園」、昭和63年から続く「坊っちゃん文学賞」など、松山市の「ことば
のちから」をいかしたまちづくりに受け継がれています。
　また、平成26年に「俳都松山宣言」で、子規の革新精神を受け継ぎ、世界
へ向かって、百年後の未来へ向かって、俳句の風を絶やさず起こし続けるこ
とを宣言しました。その翌年、俳人の夏井いつきさんを「俳都松山大使」に
任命し、俳句と松山市の魅力を広く発信いただいています。
　特長的な取り組みの一つ、「俳句ポスト」は、海外を含め100カ所以上に設
け、年間 1 万を超える投句があります。俳句文化が国の内外に一層浸透する
よう期待を込め、昨年、　姉妹都市であるサクラメント市に、アメリカ第 1
号の俳句ポストを寄贈しました。
　現在、今年の夏頃の完成を目指し、漱石と子規が共に暮らした唯一の場所

「愚陀佛庵」を再建しています。当時、まだ無名だった二人が、仲間たちと
共に過ごし、漱石は子規に俳句を学び、文学的な創作を始め、子規は俳句革
新運動を興し、日本の近代文学に大きな影響を与えました。愚陀佛庵は、日
本の文学にとっても掛け替えのない宝です。
　再建する愚陀佛庵は、当時の姿やたたずまいをできるだけ再現します。中
庭に漱石と子規に縁がある四季折々の草花や木々を植え、二人が俳句づくり
に励んだ庵で句会や茶会を楽しみます。松山の歴史を知り、発信する新たな
拠点になり、未来を担うこどもたちが、友情や人とのつながり、出会いの大
切さを学び、ふるさとへの愛着や誇りを育む場になるのを願っています。松
山にお越しいただいた際は、是非訪れていただければ幸いです。
　「HAIKU」は今や世界中に広まり、「俳句」の発信力はますます高まると
考えています。これからも俳句に親しみ、俳句を楽しみ、俳句を愛するまち
として、俳句のユネスコ無形文化遺産登録に力を尽くします。

� 〈俳句ユネスコ登録推進協議会加盟自治体首長エッセイ〉

俳句文化を継承していくために

� 愛媛県松山市長　野志克仁
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はじめに
　かつての国際化や地域の時代は後退し、戦争と分断・対立の時代に入りま
した。この時代に国際俳句のもつ意味や俳句のユネスコ無形文化遺産登録の
象徴的意義はいよいよ大きいと思います。
　ただ、ユネスコ登録を行政レベルで進めることはもちろん第一ですが、同
時に地域のいわば草の根から国際俳句の運動や気運も大切に、これをお互い
が知ることも大事だと思います。つまり、俳句のユネスコ無形文化遺産登録
の運動は、地域的（ローカル）で国際的（グローバル）つまりグローカルな
一人一人の意識と俳句を通しての「共生」の思いに支えられていると思いま
す。そこで、多分全国で公私のレベルで行われているさまざまな国際俳句の
活動のひとつとして、熊本の事例をお知らせします。

　この大会は熊本の俳人・中村汀女顕彰とともに、夏目漱石が熊本へ赴任し
て100年になるのを記念して始まりました。本会は、漱石の留学体験もあっ
て国際俳句交流の実績を重ねてきました。11月15日の第30回記念大会外国語
部門では、世界の67の国や地域の637名から1199句の応募がありました。

シンポジウム
　当日はまず第30回を記念し、「世界で愛される俳句―今なぜ地球俳句か」
をテーマにシンポジウムを開催。いまこの時代、あらためて俳句創作のよろ
こびが世界をつなぐことについて話し合いました。

　報告　①　井上泰至（防衛大学校教授・日本伝統俳句協会会長）
　　　　　　　漱石の俳句愛―「草枕」をめぐって

　　　　②　西川盛雄（熊本大学名誉教授）
　　　　　　　今なぜ俳句が世界で愛されるか
　　　　　　　　　　　　　―ハーンは俳句を世界へどう紹介したか

　　　　③　井尻香代子（京都産業大学教授）
　　　　　　　俳句の魅力―スペイン語圏の人々にとって　　

　　　　司会・岩岡中正（熊本大学名誉教授）

　会員エッセイ
　　『いま、世界をつなぐ

―第30回「草枕」国際俳句大会（熊本市）報告』
岩岡中正
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　シンポジウムではまず、最近『夏目漱石の百句』を出版された井上氏よ
り、漱石の熊本時代を舞台とする俳句的小説『草枕』を通して漱石の俳句愛
とその普遍性について報告がありました。続いて、先年『俳句は国境を越え
て―One Poem／One World』を出版された西川氏より、俳句の短さ、切
れ、リアリズム、ヒューマニズム、リズム感やドラマ性などから俳句の地球
的役割および世界への俳句の紹介者ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）につ
いて、さらにスペイン語ハイク研究の井尻氏より、俳句の「沈黙」、「身体
性」、「共同性」、「市民の詩」などスペイン語圏での特徴があげられ、最後に
司会者が、今なぜ俳句が世界で愛されているかについてまとめました。

表彰式と作品
　続く表彰式では、第30回を記念して草枕大賞に福田令寿賞（福田令寿氏
は、明治27年にエディンバラ大学へ留学した産婦人科医で社会事業家、熊本
市名誉市民）も贈られました。ただ、今年の受賞者のファラー・アリさん

（イギリス）は来日がかなわなかったため、画像とメッセージが届きました。

　▪「草枕」大賞　
　　Farah Ali　（イギリス）　西川盛雄　訳
　　　　famine	 飢餓
　　　　empty pots spill	 空の壺から溢れ出る
　　　　moonlight	 月光

　▪地下水都市・熊本賞
　　Miguel Ángel Calderón Solis（メキシコ）　井尻香代子　訳
　　　　Nadan los cuervos	 鴉は泳ぐ
　　　　en el mar de olas de oro，	 金波の海を
　　　　trigal al viento，	 麦に風

　メッセージでアリさんは、自分が日々俳句をつくり小さな庭の自然に親し
んでいて、娘にも将来つくってほしいこと、および飢餓で苦しむ紛争地域の
人々、とりわけどの子も飢えたまま眠ることがないよう、祈りとしてこの作
品をささげたいと述べておられます。

　次回の「草枕」国際俳句大会は、2026年11月に開催予定です。
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　カリフォルニアに本拠を置き、北米の各地から会員が参加する Yuki 
Teikei Haiku Society。日系移民の徳富夫妻が始めたその協会は、創立五十
周年を迎えた。協会外にも広く開かれた「徳富記念俳句コンテスト」を毎年
実施し、それは米国発の国際俳句賞としてはもっとも歴史の長いものだとさ
れる。その審査員として、過去何回か私もオンライン参加したが、今年は
五十年を祝う記念の大会ということで先方からの要請もあり、現地を初訪問
した。
　会場となるアシロマーは、広大な太平洋を望める浜辺も近い好立地。四日
間に渡る大会では、吟行、句会、各種講義、コンテスト結果発表など、多彩
なメニューが用意されていた。今回の大会で発表されたことで特に注目すべ
きなのは、英語版（あるいはカリフォルニア版）歳時記の刊行プロジェクト
だ。その春版が完成し、本大会がお披露目となった。収録の季語数自体は決
して多くないものの、季語の解説、例句の引用、が充実する。そのような内
容構成の歳時記は日本ではお馴染みなのはもちろんだが、英語俳句の世界で
はここまでしっかりと作られた歳時記はこれまでなかったのではと思う。し
かも、日本にはない、現地の自然や文化に合わせた独自の季語も盛り込むな
ど、野心的かつ実用的だ。これから順次、夏版以降を刊行予定だという。
　また、講義プログラムのひとつとして、私も一コマを担当し「欧州の俳句」
をテーマに、元・EU 大統領のファンロンパイ氏の俳句観などを説明した。
　四日間の大会は、私にとって新鮮で学びも多く、そして何よりも多くの友
人ができたのが嬉しかった。総括的な印象で言うと、その参加者たちの雰囲
気は、私自身が日本で所属する俳句結社・団体で経験してきたものとよく似
ていた。そこは、国は違えど俳句に惹かれる人には共通点が多いのだろう。
　一方で、違いを感じた点もある。日本だと吟行と句会がメインの行事にな
りがちだが、本大会はそれ以外にも内容が多彩だ。エンターテイメント的な
催しも多く、例えば「狂言スタイル・ダンス」と銘打ったパフォーマンス、
焚き火を囲んだ雑談会、基金集めのためのオークション・イベント、早朝の
気功会、など。それらすべてが会員たち自身の手で行われる。そんな中でも
ユニークだったのは、一晩をかけてやる連句イベントだ。しかも、それは半
分は仮装パーティの要素も含み、お酒やおつまみを片手に、中にはスプラッ
ター映画そのままの仮装で現れる人もいるなど、会場は盛り上がった。
　そしてそんな合間にも、参加者たちが次々と私のところにやってきては、
俳句や日本文化に対する質問をぶつけてくる。素朴なものから実に本質的な
ものまで、質問内容もさまざまだ。haiku に真摯に向き合いながらも、
haiku をエンターテイメントとして楽しむ。そんな姿勢が随所に一貫して見
えた。

　会員エッセイ
『Yuki Teikei Haiku Society

〈Haiku Retreat 2025〉参加レポート』
� 小野裕三
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　2025年 9 月24日から28日の 4 日間、サンフランシスコで Haiku North 
America（HNA／北米俳句大会）が開催された。 2 年に一度の大会で、今
回は現地に在住の「天為」同人でもある青柳飛氏が幹事でもあったので、初
めて参加することにした。普段 HIA で接することの多いヨーロッパのハイ
クに加えて、米国のハイク事情も知りたいと思ったことも参加の理由のひと
つだ。
　事前の大会申し込みはすべてインターネットの HNA のサイトから
Google Form などを使い、支払いも電子マネーの事前決済だ。開催日が近
づくにつれて、大会グッズの案内など様々なお知らせが届き、気分を盛り上
げてくれる今どきのいいサイトだ。参加者は30分か 1 時間の枠の発表を申し
込むことができたので、私は30分枠を申し込み、無事事前審査を通った。そ
こで有馬朗人先生の俳句を引用しながら、国や地域の違いによって読者が如
何に季語を読み解いてくれるかと、俳人が目の前の自然を謙虚に見つめるこ
とが、他者を思いやり、ひいては世界平和につながる、と先生がいつもおっ
しゃっていたことを伝えるべく発表を準備した。
　大会会場では、以前 HIA でも来日し講演した Michael Dyran Welch 氏ら
7 名の幹事が、様々なプログラムを用意してくれている。今回の参加者は約
170名と聞いたが、渡された冊子には朝の 9 時から夜10時過ぎまで、約50名
の参加者の発表内容、プロフィールに加え、音楽とのコラボ、朗読、懇親
会、サンフランシスコ湾のクルーズまで、スケジュールが満載だ。大きな講
演会場が二部屋、他、句集などを置く部屋も設けられていた。
　プログラムの中で最も新鮮だったのが、複数回設けられていた参加者によ
るハイクの「朗読」だ。詩というものはまず声に出して聴いて味わうもの、
という文化が根づいているのだ。また、午後10時から始まる連句（Renku／
Rengay）は、興味はあったものの、時差ぼけで失礼した。日本でも結社の
同人総会に参加すると、最後は袋回しで俳句を作ったりするが、その辺りの
情熱は全世界共通なのかもしれない。
　嬉しかったことは、HI 誌にいつも投句をしてくれている作家たちと実際
に会えて話ができたことだ。なぜ俳句を？と問いかけると、最初は詩を作っ
ていたが「こんなに短いハイクが、小学校でも習ったけれど、実はもっと奥
深いものだと気づいて、はまっちゃった」と皆が答え、それは、国を超えた
俳句／ハイクの広がりを実感した瞬間だった。

　会員エッセイ
　　『Haiku North America（北米俳句大会）参加レポート』

内村恭子
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～さだまさしさんより俳句応援メッセージ第 2 弾！～

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

　こんにちは、さだまさしです。
　私は、俳人ではありませんが、俳句を愛する人間の一人です。言葉の力っ
て本当に大きいですよね。しかも我々の言葉というのは、大声で叫ぶという
よりも小声でかみしめる。俳句の特徴ってそういうところにあると思いま
す。
　大声の叫びよりも、小さなため息の方が人の心を打つことがあります。
　そして人の心を打つということが平和につながっていくと信じています。

　今、残念ながらウクライナは戦争状態にあります。僕は音楽家ですので、
仮に私たちの大切なこの国が戦場になったとしても自分で銃を撃たないと決
めています。だったら自分で銃を撃たない人間がどうして、どうすれば大切
な人の命を守れるんだろう、と本当に自問自答しました。答えはたった一つ
です、一つしかありません。それは、戦争をはじめないこと。

　そのために、私たちは語っていかなければいけません。平和をつかむには
言葉の力が一番大切な気がします。言葉の力は、かならず平和につながって
いく。これは私も信じております。
　俳句が世界の平和を守ってくれますように祈っております。
� 2022年 7 月
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後 記 　さだまさしさんと俳句
　

　2019年、俳句をユネスコに登録する運動を応援して頂きたいとさだまさ
しさんにお願いして以来、東京国際フォーラムに始まり、福岡の八女市、千
葉県市川市のコンサートに伺っている。八女市のコンサートは、さださんが

「お父さん」と慕う文化勲章受章者で俳句の文芸評論家として、俳人で知ら
ない人はいない山本健吉の三十三回忌のコンサートだった。市川市はさださ
んが長年住まわれていたので、毎年のように開催されている。さださんのコ
ンサートは、落語家顔負けの洒脱な語りで「シンガートークライター」とご
自身でも言っているようにトークが面白いので有名だ。八女では「僕は山本
健吉が編んだ『俳句歳時記』をいつもポケットに入れているんですよ」と聴
衆に語りかけた。八女のコンサートのお土産はその歳時記だった。

　昨年末の久しぶりの東京国際フォーラムのコンサートでは、山本健吉のこ
とをいつになく時間をかけて数千人の聴衆に語りかけて下さった。さださん
は石橋秀野の辞世の句「蟬しぐれ子は担送車に追いつけず」が特に気に入っ
ているという。秀野が山本健吉の妻だったとことを知ったのは、健吉と秀野
の一人娘、安見さんから育ての母親が亡くなってから実母は秀野だと知らさ
れたそうだ。山本健吉は、日本の文学の王道のひとつである挽歌の歌に長
けているさださんを励まし、心底応援していたと安見さんが語ってくれてい
た。さださんは、38歳で亡くなった秀野のことを今でも追いかけているとい
う。17音で多くの事を言い尽くしているこの俳句のすごさを何万人もの聴衆
に伝え、いつか17音で作曲をしたいとも話された。

　さださんの応援メッセージを俳句ユネスコ登録推進協議会、国際俳句協会
が頂けたのは安見さんの尽力のおかげだった。俳句のユネスコ登録への応援
メッセージは、HI誌上すでに掲載されているが、今一度今号に掲載するこ
ととした。俳句にかかわる文化勲章を受章されているのは高浜虚子と山本健
吉そして高橋睦郎氏の三人だけだ。2022年、鎌倉の鶴岡八幡宮で開催された
高野ムツオ先生と日 EU 俳句交流大使ヘルマン・ファンロンパイ氏との『言
葉の力』シンポジウムの時には会場の直会殿でビデオメッセージが流された。

　今回の東京国際フォーラムでのコンサートのお土産は、田辺農園のエクア
ドル産のバナナが帰り口で一本ずつ聴衆全員に配られた。さすがに美味しい
立派なバナナだった。
� 藤本はな

会員エッセイ
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